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部分は Hwang, Yang, & Kim (2010) および NIPA (2010) を引用・修正したものである。 
 
1.1 韓国の e ラーニング 
現在、e ラーニングは主要な知識ビジネスとして認識されている。これは、知識経済省
（MKE）が、2004 年の e ラーニング産業発展法の制定を通じて知識経済を刺激すべく e ラ
ーニングを戦略的に推進した成果である。表 1 は、e ラーニング供給市場はサービス事業部
門がけん引してきていることを示しており、2009 年の総収入は 20.9 億米ドルに達し、2005
年から 2009 年までの期間における平均年間成長率は 5.4％であった。 
表 2 が示す通り、e ラーニング市場における需要は、個人、企業、正規教育機関および公
的機関の 4 つのグループに分けられる。2008 年以降、e ラーニングの需要をけん引してきた
のは個人部門であり、その市場シェアは 2009 年の総収入の 45.6％を占める。また、表 2 を
見ると、正規教育機関の e ラーニング需要市場における 2009 年のシェアが 5％に満たない
ことが分かる。 
 
表 1 韓国における e ラーニング供給市場（出典：NIPA (2010)） 

















サービス 1,216 65.0 1,389 66.4 14.2 1.54 
コンテンツ 433 23.1 491 23.5 13.4 1.57 
ソリューション 221 11.9 211 10.1 -4.5 1.39 
合計 1,870 100.0 2,091 100.0 11.8 1.53 
 
 
表 2 韓国における e ラーニング需要市場（出典：NIPA (2010)） 




















個人 735 42.6 816 43.7 945 45.6 15.7 
企業 760 44.0 812 43.5 886 42.8 9.1 
正規教育機関 70 4.0 71 3.8 96 4.7 36.2 
公的機関 163 9.4 167 9.0 144 6.9 -14.0 
合計 1,728 100.0 1,866 100.0 2,072 100.0 11.0 
 
 













世界の巨大大学 10 校のひとつ(Castro 2001)に数えられる韓国放送通信大学校（KNOU）は、





サイバー大学が e ラーニング授業のみを学生に提供しているのに対し、KNOU では、適切
なハイブリッド学習という形で e ラーニングおよび対面式講義の両方を提供している。 
 
1.2.3 高等教育機関における e ラーニング 
MEST は、「従来型」の大学で e ラーニングを推進する地域 e ラーニングサポートセンタ
ーを国内 10 地域に設立するため、「e キャンパスビジョン 2007」を実施し、各サポートセ
ンターが担当地域での生涯学習のための地域ハブとしての主要な役割を果たすことを促した。
同プロジェクトが各大学に及ぼした影響は絶大である。高等教育部門における e ラーニング










高等教育機関が提供する全コースのうち、大学では 16.9％、専門大学では 9.2％が e ラー
ニングのコースとなっている。e ラーニングコースの割合は徐々に増え、2012 年には大学で
18.2％、専門大学で 10.8％まで増加すると予測されている。図 1 は、e ラーニングコースの








































［凡例］ A：e ラーニングのみ B：ハイブリッド、C：補助 



























Oosterbof, Conrad, & Ely (2008) は、遠隔教育には以下の 4 つの世代があるとしている。 
(1) 第 1 世代（1850 年代～1960 年） ：通信教育、公開大学、ラジオ・テレビ 
(2) 第 2 世代（1960 年～1985 年） ：コンピュータを利用しないマルチ技術 
(3) 第 3 世代（1985 年～1995 年） ：コンピュータおよびコンピュータネットワー
  クを利用したマルチ技術 
(4) 第 4 世代（1995 年頃以降） ：コンピュータ、コンピュータネットワークお














2.3 学習評価の 2 つの観点 
本稿では、学習評価を、管理および技術という 2 つの観点から捉える。評価に対する管理
の観点からは、大学における評価に関するルール、規則またはガイドラインについて述べる。








本稿では、韓国のサイバー大学 18 校から 3 つの主要大学を選び、学習評価を管理の観点
から分析した。対象としたサイバー大学は以下の通りである。 
(1) ソウルサイバー大学（SCU） ：プログラム数 14、学生数 2,500 名 
(2) 漢陽サイバー大学（HYCU） ：プログラム数 13、学生数 2,800 名 






未満（SCU の場合）または 10 名未満（KCU の場合）の試験では絶対評価を認めることも可
能である。SCU では、少なくとも 4 つの評価方法を用いなければならず、各評価方法の割
合は中間試験では 30％、期末試験では 50％を超えることはできない。HYCU では、少なく
とも 4 つの評価方法を用いなければならず、各評価方法の割合は 30％を超えることはでき
ない。KCU では、評価方法およびその割合は教授の裁量に委ねられている。SCU および
HYCU では、成績は 9 段階（すなわち、A+、A0、B+…D0、F）で評価され、KCU は 13 段
階評価方式（すなわち、A+、A0、A-、B+…D-、F）を採用している。いずれの大学におい
ても、P（合格）あるいは F（不合格）のみで成績をつける典型的なコース（通常 1 単位）
がある。例えば、SCU では「e ラーニング学習の理解」というコース（1 単位）を開設して






(1) 学習への参加：学習管理システム（LMS）に蓄積される e ラーニングコンテンツ
の学習時間で評価される。SCU では、講座の 70％以上を終了した学生が評価対




































図 2 は、HYCU の教員が試験の設計・登録を行う試験登録メニューの画面である。
この場合、試験は中間試験のもので、主観問題および客観問題の組み合わせとな




























始より 10 分以内） 
結果を公開しますか？
（はい） 
図 2 HYCU の試験登録メニュー画面 
 
 
4.2 KNOU  






















図 3 KNOU のレポート登録メニュー画面 
 
 














も同然である。2010 年の入学者数は 72,183 人、同年の卒業者数は 23,863 人だった。同一年
の入学者数と卒業者数の比較は乱暴かもしれないが、単純にその比率を考えた場合、入学者
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